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事業再評価の概要

■　前回事業再評価（平成31年２月）からの経緯
　・　施設計画を２ダム建設事業に変更

　・　令和元年度に春遠第１ダムの本体実施（概略）設計、令和２年度に本体実施（詳細）設計を実施

　・　春遠第１ダム本体工事について令和４年度発注を予定

　・　本体実施設計の結果、必要工事費・必要工期について変更が必要となる。

①　春遠第１ダム本体発注

　春遠第１ダムは令和４年度に本体工事着手を

予定している。

　本体工事の着手にかかる予算を要求しようと

する場合は、社会経済情勢の急激な変化、技術

革新等により、再評価の実施の必要性が生じた

事業に該当するもの。

②　全体事業費の増額

（６６億円→１０２億円）

　令和元～２年度までに実施した春遠第１ダム

本体実施設計の結果、堤体積や掘削量、グラウ

ト施工量等の増額が必要となった。

　併せて前回事業再評価以降の積算基準工改定

に伴う工事費諸経費の増額、事業完了までの物

価上昇を見込んだ事業費の増額が必要となるも

の。

③　全体工期の延長

（令和７年度→令和８年度）

　春遠第１ダム本体詳細設計において、堤体形

状の追加検討が必要となり、不測の日数を要し

たことから、春遠第１ダム本体工事の発注が遅

延した。

　また、施工計画の詳細検討や工程精査、働き

方改革関連法を考慮した工程計画の見直しを行

なった結果、全体工期の延長が必要となるもの。
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項目 内容

計画規模
1/30　
　（概ね３０年に１回発生する洪水を安全に流下）

流域面積・延長 22.7km2　・ 16.3km

施設計画・整備の計画

①春遠第1ダム
②春遠第2ダム
③-1春遠地区河道改修
③-2藤ノ川地区河道改修
③-3貝ノ川地区河道改修
　　　（H13西南豪雨で改修済）

基準点

※河川を計画する上での基
準とする地点

中庄地橋（治水基準点）
春遠学橋（治水補助・利水基準点）

基準点基本・計画高水流量

中庄地橋：325m3/s→300m3/s
春遠学橋：80m3/s→55m3/s

※ダムによりピーク流量を25m3/s調節し、かつ流
下能力の不足する箇所は河川改修（築堤、河道
掘削等）を実施
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貝ノ川川　河川整備計画

貝ノ川川水系河川整備計画の概要

①春遠第１ダム
②春遠第２ダム

③-1春遠地区河道改修

③-2藤ノ川地区河道改修

③-3貝ノ川地区河道改修（改修済）



春遠ダムの概要①

【事業概要】

　○場所：高知県幡多郡大月町春遠

　○目的：貝ノ川川の洪水調節

　　　　　流水の正常な機能の維持

　　　　　水道用水（660ｍ３/日）の確保
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春遠第１ダム

家ノ谷川

春遠第２ダム

谷の奥川

春遠第１ダム 春遠第２ダム

目的（※） F、N、W F

ダム形式 重力式コンクリートダム
重力式コンクリートダム

（流水型）

ダム高 31.0 m 23.5 m

ダム天端高 EL. 214.0 m EL. 195.5 m

堤体積 26,000 m3 12,000 m3

堤頂長 112.0 m 100.0 m

総貯水容量 630,000 m3 88,000 m3

有効貯水容量 600,000 m3 84,000 m3

堆砂容量 30,000 m3 4,000 m3

集水面積 0.84 km2 0.47 km2

総事業費 １０２億円

工期 令和８年度

※　Ｆ:洪水調節、Ｎ:流水の正常な機能の維持、Ｗ：上水道
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ダムの概要②_春遠第１ダム

ダム平面図
容量配分図

ダム標準断面図

貯水容量図

HWL EL.212.3

洪水調節容量 330,000 m3

SWL EL.209.8

堆砂容量 30,000 m3

有効貯水容量

600,000 m3

基礎標高 EL.183.00

LWL EL.193.5

ダム高
31.0 m

利水容量 270,000 m3
NWL EL.203.9

総貯水容量

630,000 m3

堆砂容量

30,000 m3

新規水道 100,000 m3
不特定容量 170,000 m3

180

185

190

195

200

205

210

215

220

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

貯
水

位
（
E
L
.m

）

貯水容量（ ×103 m3）

貯水容量

堆砂容量 30 千m3

NWL.203.90m

洪水調節容量 330千m３利水容量270 千m３

総貯水容量 630 千m３

有効貯水容量 600千m３

SWL.209.80m

LWL.193.50m



177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 120.0 140.0 160.0 180.0

貯
水

位
（

E
L
．

ｍ
）

貯水容量Ｖ（×10３ｍ３）

有効貯水容量 85，000 m３

総貯水容量 89，000 m３

SWL EL．192.2m

LWL.179.0m（常用洪水吐き敷高）

堆砂容量 4,000 m３
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ダムの概要③_春遠第２ダム

ダム平面図
容量配分図

ダム標準断面図

貯水容量図

HWL EL.193.7

洪水調節容量 84,000 m3

SWL EL.192.2

有効貯水容量

84,000 m3

基礎標高 EL.172.0

LWL EL.179.0

ダム高
31.0 m

総貯水容量

88,000 m3

堆砂容量

4,000 m3

ダム高
23.5 m

有効貯水容量　84,000m3

総貯水容量　88,000m3
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流域の治水効果
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洪水調節図

治水基準点で25m3/sの低減

水位低減効果図

ダム地点で合計
27m3/sの低減

水位低減効果 16cm

水位低減効果 55cm

流量配分図
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【過去の主な洪水災害】
　● 昭和54年9月の台風16号（床上1戸、床下5戸）
　● 昭和55年8月の豪雨（床下5戸）
　● 平成13年9月の高知県西南部豪雨
　　→浸水被害：床上12戸、床下52戸　全半壊53家屋
　　→ 市民生活および財産、公共施設に甚大な被害
　　・貝ノ川地区ではほぼ全域で浸水
　　・氾濫水位は河床から6mに達した
　　・貝ノ川小学校など、土砂堆積による被害も多く発生

平成13年9月の高知県西南部豪雨による被災状況

地　　　区 全
世帯数

人口 全壊 半壊
一部
損壊

床上
浸水

床下
浸水

合計
浸水農地
面積（ha)

土佐清水市 貝ノ川・藤ノ川・鳥淵 147 289 1 20 1 5 21 48 0

大月町 春遠 58 148 0 2 0 2 1 5 22.4

合　　　計 205 437 1 22 1 7 22 53 22.4

中庄地橋付近の被災状況
中庄地橋下流部の被災状況

貝の川小学校の被災状況

貝ノ川地区ほぼ全域で浸水

春遠生活貯水池の必要性（治水）
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●春遠ダムにより河川維持用水、水道用水の安定供給が可能

通常期：河川に水が流れている
中小路頭首工上流部 [H15.7]

渇水期：河川が枯渇し正常な機能が失われる
中小路頭首工上流部 [H16.2]

春遠生活貯水池の必要性（利水）
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■現状・課題
○渇水期には河川の水量の減少により、頻繁に正常流量が不足

○大月町の水源は、小河川の表流水やため池に依存する簡易水道であり、水源は非常に不安定で、渇水期には需要に見合う

給水が困難な状況が発生している。（平成8年は1日18時間の断水が14日間発生）
■事業の効果・目標
●流水の正常な機能の維持；家ノ谷川及び貝ノ川川沿川の既得用水の補給等、流水の正常な機能の維持と増進を図る。
●水道用水；大月町に対して新たに１日最大６６０m3/日の水道用水の取水を可能にする。

年月
制限
日数

日断水
時間

平成元年 8月 14日間 7時間

平成 2年 8月 10日間 6時間

平成 3年 8月 9日間 8時間

平成 6年 7月 9日間 9時間

平成 7年 9月 14日間 18時間

平成 8年 1月 14日間 18時間

平成 9年12月 3日間 6時間

平成10年12月 3日間 6時間

平成11年12月 3日間 6時間

平成12年12月 3日間 6時間

平成19年4月 19日間 0時間

平成22年3月 7日間 0時間

平成23年7月 6日間 0時間

（大月町建設環境課聞き取りによる）

○大月町簡易水道事業
　春遠ダム付近の簡易水道５ヵ所を統合するとともに水道未
普及地区を新たに計画給水区域に取り込み水道用水の補
給を行う。計画取水量660ｍ3/日、給水人口1,700人
※計画1日最大給水量600ｍ3/日（水路損失10%）

大月町内における断水時の給水作業状況
（姫ノ井地区　撮影:H7（1995）.9.20）



春遠生活貯水池建設事業の経緯
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●平成６年度： 　建設事業着工

●平成13年度：　用地買収着手、付替道路着手、工事用道路着手

●平成21年度： 　ダム事業の検証に係る検討（ダム検証）の対象ダムとなる

●平成23年度： 　検証の結果、「継続」が決定

●平成24年度：　河川整備基本方針、整備計画策定

●平成25年度：　生活貯水池建設事業　事業全体計画　策定

●平成30年度：　事業再評価（ダム等施設計画の変更（河川整備計画の変更））

●令和元年度：　事業全体計画　変更

●令和３年度：　事業再評価（全体事業費・工期の変更・第１ダム着工前）

●令和３年度：　事業全体計画　変更（予定）

●令和８年度：　春遠生活貯水池建設事業完了（予定）



令和７年度 令和８年度令和５年度令和４年度令和３年度工種

第
２
ダ
ム

試験湛水

令和６年度

本体工

管理設備

仮設備

用地調査買収

ダム本体
調査・設計

本体工

付替道路

第
１
ダ
ム

付替工事

試験湛水

管理設備

仮設備

工事工程表

春遠生活貯水池建設事業の進捗状況①
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○　工期の延長（春遠第１ダムの工程見直し）
　・　春遠第１ダム本体詳細設計において堤体形状の追加検討に不測の日数を要し、本体工事の発注に遅れが生じた。
　・　施工計画の詳細検討や工程精査、働き方改革関連法（週休２日）を考慮した工程見直しを行なった結果、全体工期の延長が必要となった。

○　春遠第２ダムの工事費・工程
　・　堤体の詳細設計を実施しており、必要となる工事費について精査を進めている。
　・　起業地内に地図混乱地が確認されており、用地調査において買収までに必要となる期間について精査を進めている。

○　社会情勢の変化
　・　貝ノ川川の氾濫の想定される地区を含む土佐清水市、大月町では平成30年から令和３年の間で、人口は7.8%減、世帯数は3.8%減となっており、人口、世帯数とも減少傾向にあ

る。
　・　水道事業者である大月町より参画内容の変更の申し出等はない。

旧工程
新工程

令和8年頃
第１ダム完成予定

令和8年頃
第２ダム完成予定

令和５年
本体工事着工予定（第２ダム）

令和４年
本体工事着工予定（第１ダム）



ダム予定地点下流より上流を望む

春遠生活貯水池建設事業の進捗状況②

春遠第１ダム

○用地買収済

○現在本体工事以外の工事（付替町道等）を実施中

春遠第２ダム ○調査・設計を実施中

○用地買収・工事は未着工
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春遠第1ダム プラントヤード連絡通路

春遠第1ダム　右岸付替道路 春遠第1ダム　左岸工事用道路

付替町道
（施工中）

付替町道
（施工中）

プラントヤード
連絡通路

家ノ谷川

右岸
左岸

ダムサイト



事業費改定の増額内訳

番号 項　目
金額

（億円）
理　由

① 端部処理工の追加 ４
　本体発注に向けた
　現場条件の精査（工事費+測試）

② 掘削量とコンクリート量の増加 ９
　本体発注に向けた
　現場条件の精査（工事費+測試）

③ グラウト施工量増加 ５
　本体発注に向けた
　現場条件の精査（工事費+測試）

④ コンクリート製造プラント計画の変更 ３
　コンクリート
　製造プラント計画の変更

⑤ 残土処分場の変更 ３ 　現場条件精査

⑥ 機材リース料等の増額 ２ 　働き方改革対応による工期増

⑦ 工事費諸経費率の改定 ２ 　諸経費率改定

⑧ 第２ダム付替道路の計画見直し ２ 　林道付替範囲の再設定による

⑨ 将来の物価上昇に伴う単価見直し ５ 　R8までの物価上昇

⑩ 上記増額に伴う事務費の増額 １ 　

合　　計 ３６ 　変更後全体事業費：１０２億円
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○　コスト縮減
　・　堤体基本形状の調整やコンクリート骨材を購入式にすることによる材料費の減等、事業増額の中でコスト縮減を図った。
　・　第２ダム本体設計や本体工事等、今後もコスト縮減に努める。



事業費増額理由　①端部処理工の追加（春遠第１ダム）

　本体発注に向けた現場条件の精査により、超過洪水時等の堤体本体の安定性確保のため、S.W.L以上のD級岩盤に接する部分で堤体とは分離し
た構造物が必要となった。

増額となる経緯について 工事費増約3.5億円
測試増　約0.5億円

計　　　約4億円増
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事業費増額理由　②掘削量とコンクリート量の増加（春遠第1ダム）

　本体発注に向けた現場条件の精査により、ダムサイト左岸側浅部で弱部岩盤や高透水性岩盤を確認したことから、恒久的なダムの安定
性を考慮し、この除去が必要となったため。

増額となる経緯について

第１ダム岩級区分図

弱部岩盤や高透水部
掘削除去による

掘削とコンクリート量の増

工事費増約7.5億円
測試増　約1.5億円

計　　　約9億円増
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事業費増額理由　③グラウト施工量の増加（春遠第1ダム）

　貯水池内に流水を貯留するため、ダム本体周辺の岩盤をボーリングにより削孔し、漏水の原因となるひび割れについて、セメント等により止
水する必要がある。（グラウチング）

　本体発注に向けた現場条件の精査（水理地質構造精査）により、止水処理が必要な高透水性の岩盤性状・分布が明らかになったことから、以
下の対応が必要となったため。

・　コンソリデーショングラウチング…　50孔、約　500ｍ
・　カーテングラウチング　　　　　…　75孔、約1,300ｍ

増額となる経緯について

第１ダム止水ライン断面図

高透水箇所への
グラウト追加施工

カーテングラウチング平面図コンソリデーショングラウチング平面図 カーテングラウチング孔配置

・・・・・　三次孔（追加孔）

コンソリデーショングラウチング孔配置

四次孔（追加孔）

三次孔（追加孔）

・・
・・

・
・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・
・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・
・

・・・
・・

・・
・・

工事費増 約4.5億円
測試増　 約0.5億円

計　　　約5億円増
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既存プラント

仮設プラント設置箇所

春遠第１ダム 春遠第２ダム

事業費増額理由　④コンクリート製造プラント計画の変更

増額となる経緯について

既存コンクリート
製造プラント
（休止中）

既存プラント
既存プラント

（変更）
仮設プラント

概要

休止中の既存プラント（民間）
を利用し、コンクリート製造を
行う。

設備老朽化により補修が必要と
なる。

民間所有の既存プラント（休止）
を利用し、コンクリート製造を行
う。

設備老朽化により補修が必要とな
る。

一般的なダム工事と同様にダムサ
イト周辺に専用のプラントを仮設
備として設置し、コンクリート製
造を行う。

運搬
距離

約８km 約８km 約1.0㎞

主な
費用

ﾌﾟﾗﾝﾄ補修費 ：90百万円
運搬費(差額)： 7百万円
ﾌﾟﾗﾝﾄ処分費 ： 3百万円

　　合　計　 100百万円

ﾌﾟﾗﾝﾄ補修費 ： 700百万円
運搬費(差額)：   7百万円
ﾌﾟﾗﾝﾄ処分費 ：   3百万円
ﾘｰｽ料　　　 ： 300百万円

　　合　計　 1,010百万円

設置撤去　　：　250百万円
濁水処理設備：　150百万円

　　合　計　　　400百万円

評価 × △ ○

　本体コンクリートの製造プラントについて当初民間所有（休止中）の既存プラントを修繕・再利用することでコスト縮減を図る計画としていた
が、R2年度に本体着工に先立ちプラントの状況を再確認した結果、老朽化の進行等により修繕費用が増額となる。
　また既存プラントの活用について所有者と協議を行ったところ、リース料の面などから折り合いがつかず、利用を断念。
　代替の仮設プラント用地はダム近傍に確保されたものの、プラントの新規設置・撤去を見込むため増額となる。

工事費増　約3億円

計　　　約3億円増
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事業費増額理由　⑤残土処分場の変更

ダム本体工事で発生する土砂（約10万m3）の搬入先について、コンクリート製造プラント計画の変更に伴い、現箇所（L=1.5㎞）から代
替の残土処分場（L=5.0㎞）に変更。場所選定にあたっては大月町の協力・調整もあった。

増額となる経緯について

１

２

現処分場 ①姫ノ井 ②宿毛

運
搬
距
離

約1.5㎞ 約5.0㎞ 約22.0㎞

運
搬

処
分
費

220百万円 420百万円 700百万円

評
価

－ ○ △

新残土処分場（姫ノ井）
L=5.0km

新残土処分場（宿毛）
L=22.0km

現残土処分場
L=1.5km

工事費増　約2億円

計　　　約2億円増
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事業費増額理由　⑥機材リース料等の増額

増額となる経緯について

働き方改革関連法に伴う工期の延長等により建設機械器具等リース期間が増大し、第１ダム本体工事費の増額が必要となった。

項目 単位 数量 摘要

仮設備の日当り損料 百万円 2.1 　

働き方改革による工期延長暦日数 日 100 （約３ヶ月）

事業費増 百万円 210.0 　

設備
供用日損料
（千円）

骨材貯蔵運搬設備 733

コンクリート製造運搬設備 334

濁水処理設備 310

諸経費 700

合計 2,077

仮設備の日当り損料

工事費増　約2億円

計　　　約2億円増
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事業費増額理由　⑦間接工事費諸経費率の改定

増額となる経緯について

本工事費
種別

対象工種
現行

諸経費（※1）

改定
諸経費（※1）

増減額

第１ダム

本体工 320 400 80

取水放流設備 18 22 4

第２ダム

本体工 203 255 52

取水放流設備 2.7 4.3 1.6

管理設備 60 72 12

合計 150

共通仮設費率・現場管理費率、一般管理費率の改定（令和３年４月１日適用）に伴う諸経費の増額に対応した。

（単位：百万円）

工事費増　2億円
計　　　約2億円増

※1：共通仮設費（率分）、現場管理費、一般管理費の増
※2：上記に本事業費増理由の①～⑥に伴う経費増は含まない
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事業費増額理由　⑧第２ダム付替道路の計画見直し

（変更）付替林道　L=1,000m

谷の奥川

春遠第２ダム

林道榎木谷線

0 200m

春遠地区営林状況

工事用道路　L=100m

（当初）付替林道　L=300m

増額となる経緯について

　春遠第２ダムから代替砂防堰堤までの管理用道路（付替道路）について、当初は第２ダムから上流は現道を使用することとしていた
が、洪水時等に一時的に水没することがないよう、道路計画の変更が必要となり付替道路延長増が必要となる。

数量 単価（m当り） 金額

当初 300m 0.35百万円 105百万円

変更 1,000m 0.35百万円 350百万円

補償工事費増　約2億円
計　　　　　　約2億円増
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代替砂防堰堤工事　１式
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事業費増額理由　⑨物価上昇に伴う単価見直し

増額となる経緯について

費目
Ｒ３

事業費残
物価上昇後 増額幅

第1ダム費 3,541 3,827 + 283

第2ダム費 738 797 + 59

管理設備費 581 627 + 46

仮設備費 265 286 + 21

測量及び
試験費

450 486 + 36

補償工事費 244 264 + 20

計
（事務費除）

+ 465

今回第１ダム本体実施設計にかかる積算に併せて、残事業費に対してR4から事業完了（R8）までに見込まれる物価上昇
率（平均＋8.0％）による事業費を増額する。

R3単価に対する
R4～R8平均上昇物価

＋8％

デフレータ指数

治水工事 推定元 推定値

西暦 和暦
河川総合

開発
差分 差分 差分

2011 H23 100.0

2012 H24 99.3

2013 H25 101.5

2014 H26 105.4

2015 H27 105.8

2016 H28 106.5

2017 H29 108.9 108.9 108.90

2018 H30 112.7 112.15 3.25

2019 H31 115.4 115.4 6.5 115.40 3.25

2020 R2 118.65 3.25

2021 R3 121.90 3.25 100.00 0.00

2022 R4 125.15 3.25 102.67 2.67

2023 R5 128.40 3.25 105.33 2.66

2024 R6 131.65 3.25 108.00 2.67

2025 R7 134.90 3.25 110.66 2.66

2026 R8 138.15 3.25 113.33 2.67

2027 R9 141.40 3.25 116.00 2.67

2028 R10 144.65 3.25 118.66 2.66

換算値（R3を100）

R3を基準とし
たR4～R8の換
算指数均：

（102.67+113
.33）÷2＝
108.00

年度
推定デフレーター指数 デフレーター指数

採用する平均
物価上昇率

工事費増　約5億円
計　　　約5億円増
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事業費改定の増額内訳

番号 項　目
金額

（億円）
理　由

① 端部処理工の追加 ４
　本体発注に向けた
　現場条件の精査（工事費+測試）

② 掘削量とコンクリート量の増加 ９
　本体発注に向けた
　現場条件の精査（工事費+測試）

③ グラウト施工量増加 ５
　本体発注に向けた
　現場条件の精査（工事費+測試）

④ コンクリート製造プラント計画の変更 ３
　コンクリート
　製造プラント計画の変更

⑤ 残土処分場の変更 ３ 　現場条件精査

⑥ 機材リース料等の増額 ２ 　働き方改革対応による工期増

⑦ 工事費諸経費率の改定 ２ 　諸経費率改定

⑧ 第２ダム付替道路の計画見直し ２ 　林道付替範囲の再設定による

⑨ 将来の物価上昇に伴う単価見直し ５ 　R8までの物価上昇

⑩ 上記増額に伴う事務費の増額 １ 　

合　　計 ３６ 　変更後全体事業費：１０２億円
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○　コスト縮減
　・　コンクリート骨材を購入式にすることによる材料費の減や、堤体基本形状の調整等、事業増額の中でコスト縮減を図った。
　・　第２ダム本体設計や本体工事等、今後もコスト縮減に努める。



①氾濫シミュレーション

○大雨時の川の氾濫状況を、ダムの有無、発生の確率が
異なる洪水別（ 1/2、1/5、1/10、1/20、1/30）に
氾濫解析を実施（浸水区域及び浸水深を算出）

②想定被害額の算定

○氾濫原の資産分布状況を調べ、シミュレーション結果に基づく統計や
近年の水害実態を踏まえた確率規模別の洪水被害額を算定
・ 一般資産被害 
・ 農作物被害 
・ 公共土木施設被害 
・ 営業停止損失 
・ 応急対策費用

③総便益(B)の算定

○確率規模別に求めた被害軽減額（施設整備前後の被害額の差）に洪
水の生起確率を乗じ、これを累計して年平均被害軽減期待額を算出
○評価対象期間内(整備期間＋50年間)の治水便益を算出 
○不特定便益（河川の維持流量等）は、不特定容量のみを持つ
ダムの建設費より算定 
○上記に評価対象期間後(残整備期間＋50年後)の施設等の

残存価値を合わせて総便益とする。

④総費用(C)の算定

○施設整備に要する建設費及び評価対象期間内（50年

間）での維持管理費の合計を総費用とする

総費用総便益比(B/C)

※治水経済調査マニュアル（案）に準拠 
※社会的割引率4%を用いて現在価値化を行い算定

春遠生活貯水池建設事業の費用便益分析手法の概要

１／２規模の浸水区域

１／１０規模の浸水区域

１／３０規模の浸水区域
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項　目 金額（百万円）

①治水効果
28,019

※年平均浸水軽減戸数:７戸
※年平均浸水軽減面積:14ha

②不特定効果（流水の正常な機能の維持） 4,724
※代替法で検討

③施設の残存価値（減価償却後） 246

32,988

項　目 金額（百万円）

①建設費 13,940
②維持管理費 467

14,407

総費用総便益比(Ｂ/Ｃ)

   32,988(Ｂ)
＝ ━━━━━
　 14,407(Ｃ)

＝ 2.29
（B-C=32,988-14,407=18,580）
（EIRR【経済的内部収益率】=13%）

春遠生活貯水池建設事業の費用便益分析（結果）
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○残事業の投資効率

Ｂ：10,825

Ｃ：5,511

Ｂ/Ｃ：1.96

留意点

・ダム完成後実施する「下流河道改修」の便益・費用も計上している。

・ダムの目的のうち「水道」分については受益者の大月町負担金により実施されるので便益・費用には計上していない。



残事業（Ｂ/Ｃ） 全体事業（Ｂ/Ｃ）

残事業費（+10%~-10%） 1.80~2.16 2.21~2.37
残工期（+10%~-10%） 1.94~2.05 2.28~2.30
資産（-10%~+10%） 1.67~2.25 2.10~2.48

●感度分析とは事業の費用対効果（Ｂ/Ｃ）算出において①残事業費、②残工期、③資産を±１０％変化させたときのＢ/Ｃ変化
状況を把握する分析

● 将来の社会的情勢等の変化に対しても事業の費用対効果が確保されているかを確認する

■①～③のパラメータを変化させた結果、費用対効果（Ｂ/Ｃ）は「１以上」となった。
■今後の社会情勢や事業進捗等の変化に対しても、1.0以上の費用対効果は確保可能されることを確認

春遠生活貯水池建設事業の感度分析（結果）
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